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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体にレーザ光を照射して、記録信号に応じた記録マークを形成する情報記録装置
において、
　前記記録媒体を少なくとも第１の回転速度と該第１の回転速度より速い第２の回転速度
で回転駆動する駆動源と、
　前記レーザ光を出射する光源と、
　前記記録信号に基づき、前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、後端部に
位置し前記第１の振幅を有するラストパルスと、前記トップパルスと前記ラストパルスの
間に位置し第２の振幅を有する中間バイアス部とを含む記録パルス信号を生成する信号生
成手段と、
　前記記録パルス信号に基づいて前記光源を制御することにより、前記記録媒体上にレー
ザパルスを照射する制御手段と、を備え、
　前記第２の振幅は前記第１の振幅より小さく、前記中間バイアス部は前記トップパルス
に時間的に連続しており、前記ラストパルスは前記中間バイアス部に時間的に連続してお
り、
　前記信号生成手段は、
　前記記録媒体が前記第２の回転速度で回転駆動されるとき、前記トップパルスの位置を
前記記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記トップパルスの位置より
前方にシフトさせ、
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　前記第２の回転速度で回転駆動されるときの前記第１の振幅を、前記第１の回転速度で
回転駆動されるときの前記第１の振幅より大きくし、
　前記第２の回転速度で回転駆動されるときの前記第１の振幅に対する前記第２の振幅の
比を、前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記第１の振幅に対する前記第２の振
幅の比よりも小さくすることを特徴とする情報記録装置。
【請求項２】
　前記トップパルスのシフト量は、０．１～２．０Ｔの間の値であることを特徴とする請
求項１に記載の情報記録装置。
【請求項３】
　前記信号生成手段は、前記記録媒体が前記第２の回転速度で回転駆動されるとき、前記
第１の振幅を、前記第２の振幅の１．１～２．０倍の間の値とすることを特徴とする請求
項１に記載の情報記録装置。
【請求項４】
　前記信号生成手段は、前記トップパルスの位置をシフトさせることにより、前記トップ
パルスの始端部から前記ラストパルスの終端部までのパルス幅を増加させることを特徴と
する請求項１に記載の情報記録装置。
【請求項５】
　光源からのレーザ光を記録媒体に照射して、記録信号に応じた記録マークを形成する情
報記録方法において、
　前記記録媒体を少なくとも第１の回転速度と該第１の回転速度より速い第２の回転速度
で回転駆動する駆動工程と、
　前記記録信号に基づき、前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、後端部に
位置し前記第１の振幅を有するラストパルスと、前記トップパルスと前記ラストパルスの
間に位置し第２の振幅を有する中間バイアス部とを含む記録パルス信号を生成する信号生
成工程と、
　前記記録パルス信号に基づいて前記光源を制御することにより、前記記録媒体上にレー
ザパルスを照射する制御工程と、を備え、
　前記第２の振幅は前記第１の振幅より小さく、前記中間バイアス部は前記トップパルス
に時間的に連続しており、前記ラストパルスは前記中間バイアス部に時間的に連続してお
り、
　前記信号生成工程は、
　前記記録媒体が前記第２の回転速度で回転駆動されるとき、前記トップパルスの位置を
前記記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記トップパルスの位置より
前方にシフトさせ、
　前記第２の回転速度で回転駆動されるときの前記第１の振幅を、前記第１の回転速度で
回転駆動されるときの前記第１の振幅より大きくし、
　前記第２の回転速度で回転駆動されるときの前記第１の振幅に対する前記第２の振幅の
比を、前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記第１の振幅に対する前記第２の振
幅の比よりも小さくすることを特徴とする情報記録方法。
【請求項６】
　前記信号生成工程は、前記トップパルスの位置をシフトさせることにより、前記トップ
パルスの始端部から前記ラストパルスの終端部までのパルス幅を増加させることを特徴と
する請求項５に記載の情報記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レーザ光線などを利用して光ディスクに情報を記録する技術に属する。
【背景技術】
【０００２】
　ＤＶＤ－Ｒ（DVD-Recordable）、ＤＶＤ－ＲＷ（DVD-Re-recordable）などの書き込み
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又は書き換え可能な光ディスクには、ディスクの記録面上にレーザ光を照射して情報を記
録する。光ディスクの記録面上のレーザ光が照射された部分は、温度が上昇するために光
ディスクを構成する光記録媒体に変化が生じ、これにより記録マークが記録面上に形成さ
れる。
【０００３】
　よって、記録すべき情報に応じた時間幅を有する記録パルスでレーザ光を変調して記録
すべき信号に応じた長さのレーザパルスを生成し、これを光ディスクに照射することによ
り、記録すべき情報に応じた長さの記録マークを光ディスク上に形成することができる。
【０００４】
　一方、最近では１つの記録マークを１つのレーザパルスで形成するのではなく、複数の
短いパルスを含むパルス列部（パルストレインとも呼ばれる）により記録マークを形成す
るレーザパワーの制御手法が利用されている。このような手法はライトストラテジーとも
呼ばれ、単一の記録パルスを照射する方法に比べて、光ディスクの記録面上における熱蓄
積が減少するので、記録マークが形成される記録面上の温度分布を均一化することができ
る。その結果、記録マークが涙滴形状となることを防止して好ましい形状の記録マークを
形成することができる。
【０００５】
　上記の記録パルス列は、所定のリード（読取）パワーレベルとライト（書き込み又は記
録）パワーレベルとの間で振幅が変動する複数のパルスにより構成されている。即ち、記
録信号に従って、記録マークを形成しない光ディスクの記録面上の領域（以下、「スペー
ス部」とも呼ぶ。）ではリードパワーでレーザ光が記録面上に照射され、記録マークを形
成すべき光ディスクの記録面上の領域（以下、「マーク部」とも呼ぶ。）では、リードパ
ワーとライトパワーの間で振幅が変化する記録パルス列に応じたパワーでレーザ光が記録
面上に照射され、それにより記録マークが記録面上に形成される。
【０００６】
　上述のライトストラテジーによる記録パルス波形の一例を図１５に示す。図１５の例は
記録データのうち７Ｔのマークを記録する部分の記録パルス波形である。図示のように、
記録パルスは、１つのトップパルス９０と、それに続く複数のパルス９１からなるパルス
トレイン（「マルチパルス」とも呼ばれる）９２により構成される。トップパルス９０は
例えば１．５Ｔのパルス幅を有し、それに続くパルストレイン９２の各パルス９１は例え
ば０．５Ｔのパルス幅を有する。トップパルス９０及びパルストレイン９２はともにライ
トパワーＰwとリードパワーＰrの２値の間で振幅が変化するパルスである。
【０００７】
　トップパルス９０は、マークの記録のために光ディスクの記録面を予熱及びマーク始端
部を形成する役割を有し、１．５Ｔのパルス幅のトップパルス９０に対応する記録レーザ
を照射することにより、光ディスクの記録面を融点まで導く。その後、それに続くパルス
トレイン９２により所望の長さのマークを記録面に形成する。パルストレイン９２は例え
ばパルス幅０．５Ｔの複数のパルス９１（オン期間及びオフ期間を含む１周期は１Ｔ）の
連続により構成される。これにより、光ディスクの記録面は、０．５Ｔのレーザ照射、０
．５Ｔの急冷、０．５Ｔのレーザ照射、..．が繰り返され、形成されるマークの長さが制
御される。
【０００８】
　図１５に例示する記録パルス波形を使用する方法では、記録すべきマーク長をｎとする
と、記録パルスは１つのトップパルス９０と、（ｎ－３）個のパルス９１を含むパルスト
レイン９２とにより構成される。記録すべきマーク長に応じて、上述のような記録パルス
を生成して記録レーザを駆動することにより、光ディスクの記録面上に所望の長さのマー
ク記録が行われる。
【０００９】
　近年、ＤＶＤ－Ｒドライブなどのコンピュータ周辺機器においては、高速転送レートが
要望されている。高速転送レートを得るためには、ディスク回転速度（線速度）を上げる
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必要があり、これに伴って記録時のレーザパワーも引き上げる必要がある。
【００１０】
　しかし、図１５の例をはじめとする各種記録方法では、一般的に記録レーザパワーの引
き上げに伴って記録マークの幅が広がってしまう。記録マークの幅が広がってしまうと、
以下のような問題が生じる。
【００１１】
　ＤＶＤ－Ｒディスクにおいては、記録トラック（グルーブ）は一定の周波数でウォブリ
ングされ、また記録トラックの間のランドトラックにはランドプリピット（Land Pre-Pit
:以下、「ＬＰＰ」という。）と呼ばれるアドレスピットが形成されている。このウォブ
リングとＬＰＰにより、記録中のディスク回転制御や記録クロックの生成、また記録アド
レス等のデータ記録に必要な情報を得ることができるようになっている。しかし、記録マ
ークの幅が広がってしまうと、記録マークがランドやＬＰＰ上の記録膜にまで及び、ＬＰ
Ｐを変形させたり、つぶしてしまったりする場合がある。その結果、記録再生装置がＬＰ
Ｐを検出できなくなり、ディスクに対する記録・再生が不可能となってしまう。
【００１２】
　また、ＤＶＤ＋Ｒと呼ばれるタイプのディスクでは、記録マークの幅が広がってしまう
と、ウォブル信号の記録信号への漏れ込みが生じ、信号品質を悪化させると共に、ウォブ
ル信号に変調されているアドレス信号が読み出されなくなってしまう。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、高速記録時においても適切な形状のマークを記録することが可能な情報記録
装置及び情報記録方法を提供することを課題とする。
【００１４】
　本発明の１つの観点によれば、記録媒体にレーザ光を照射して、記録信号に応じた記録
マークを形成する情報記録装置において、前記記録媒体を少なくとも第１の回転速度と該
第１の回転速度より速い第２の回転速度で回転駆動する駆動源と、前記レーザ光を出射す
る光源と、前記記録信号に基づき、前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、
後端部に位置し前記第１の振幅を有するラストパルスと、前記トップパルスと前記ラスト
パルスの間に位置し第２の振幅を有する中間バイアス部とを含む記録パルス信号を生成す
る信号生成手段と、前記記録パルス信号に基づいて前記光源を制御することにより、前記
記録媒体上にレーザパルスを照射する制御手段と、を備え、前記第２の振幅は前記第１の
振幅より小さく、前記中間バイアス部は前記トップパルスに時間的に連続しており、前記
ラストパルスは前記中間バイアス部に時間的に連続しており、前記信号生成手段は、前記
記録媒体が前記第２の回転速度で回転駆動されるとき、前記トップパルスの位置を前記記
録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記トップパルスの位置より前方に
シフトさせ、前記第２の回転速度で回転駆動されるときの前記第１の振幅を、前記第１の
回転速度で回転駆動されるときの前記第１の振幅より大きくし、前記第２の回転速度で回
転駆動されるときの前記第１の振幅に対する前記第２の振幅の比を、前記第１の回転速度
で回転駆動されるときの前記第１の振幅に対する前記第２の振幅の比よりも小さくする。
【００１５】
　また、同様の観点によれば、光源からのレーザ光を記録媒体に照射して、記録信号に応
じた記録マークを形成する情報記録方法において、前記記録媒体を少なくとも第１の回転
速度と該第１の回転速度より速い第２の回転速度で回転駆動する駆動工程と、前記記録信
号に基づき、前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、後端部に位置し前記第
１の振幅を有するラストパルスと、前記トップパルスと前記ラストパルスの間に位置し第
２の振幅を有する中間バイアス部とを含む記録パルス信号を生成する信号生成工程と、前
記記録パルス信号に基づいて前記光源を制御することにより、前記記録媒体上にレーザパ
ルスを照射する制御工程と、を備え、前記第２の振幅は前記第１の振幅より小さく、前記
中間バイアス部は前記トップパルスに時間的に連続しており、前記ラストパルスは前記中
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間バイアス部に時間的に連続しており、前記信号生成工程は、前記記録媒体が前記第２の
回転速度で回転駆動されるとき、前記トップパルスの位置を前記記録媒体が前記第１の回
転速度で回転駆動されるときの前記トップパルスの位置より前方にシフトさせ、前記第２
の回転速度で回転駆動されるときの前記第１の振幅は、前記第１の回転速度で回転駆動さ
れるときの前記第１の振幅より大きくし、前記第２の回転速度で回転駆動されるときの前
記第１の振幅に対する前記第２の振幅の比を、前記第１の回転速度で回転駆動されるとき
の前記第１の振幅に対する前記第２の振幅の比よりも小さくする。
【００１６】
　上記の情報記録装置及び方法によれば、例えばＤＶＤ－Ｒなどの記録媒体に対して、レ
ーザ光を照射して記録マークを形成することにより情報を記録する。この際、少なくとも
２種類の速度で記録を行うことができ、第１の記録速度で記録を行う際には記録媒体は第
１の回転速度で回転駆動され、それより速い第２の記録速度で記録を行う際には記録媒体
は第２の回転速度で回転駆動される。記録信号に基づいて生成される記録パルス信号は、
前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、後端部に位置し前記第１の振幅を有
するラストパルスと、前記トップパルスと前記ラストパルスの間に位置し第２の振幅を有
する中間バイアス部とを含む。第２の振幅は第１の振幅より小さく、中間バイアス部はト
ップパルスに時間的に連続しており、ラストパルスは中間バイアス部に時間的に連続して
いる。生成された記録パルス信号に基づいて光源が制御され、レーザパルスが記録媒体に
照射されることにより、記録信号に対応する記録マークが記録媒体上に形成される。
【００１７】
　ここで、記録パルス信号の生成処理においては、記録媒体が第２の回転速度で回転駆動
されるときには、トップパルスの位置を記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動される
ときのトップパルスの位置より前方にシフトさせるとともに、前記第１及び第２の振幅を
前記記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記第１及び第２の振幅より
小さくする。第１の回転速度より高速の第２の回転速度で記録媒体が駆動される高速記録
時において、トップパルスの位置を前方にシフトすることにより、記録媒体上に形成され
る記録マークが短くなることを防止することができる。その結果、高速記録時においても
適切な形状の記録マークを形成することができる。
【００１８】
　上記の情報記録装置及び方法においては、前記トップパルスのシフト量は、０．１～２
．０Ｔの間の値であることが好ましい。また、前記信号生成手段又は工程は、前記トップ
パルスの位置をシフトさせることにより、前記トップパルスの始端部から前記ラストパル
スの終端部までのパルス幅を増加させる。
【００１９】
　上記の情報記録装置及び方法の他の一態様では、前記信号生成手段は、前記第１の振幅
を、前記第２の振幅の１．１～２．０倍の間の値とすることが好ましい。
【００２０】
　本発明の他の観点によれば、記録媒体にレーザ光を照射して、記録信号に応じた記録マ
ークを形成する情報記録装置において、前記記録媒体を少なくとも第１の回転速度と該第
１の速度より速い第２の回転速度で回転駆動する駆動源と、前記レーザ光を出射する光源
と、前記記録信号に基づき、前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、後端部
に位置し前記第１の振幅を有するラストパルスと、前記トップパルスと前記ラストパルス
の間に位置し第２の振幅を有する中間バイアス部とを含む記録パルス信号を生成する信号
生成手段と、前記記録パルス信号に基づいて前記光源を制御することにより、前記記録媒
体上にレーザパルスを照射する制御手段と、を備え、前記第２の振幅は前記第１の振幅よ
り小さく、前記中間バイアス部は前記トップパルスに時間的に連続しており、前記ラスト
パルスは前記中間バイアス部に時間的に連続しており、前記信号生成手段は、前記記録媒
体が前記第２の回転速度で回転駆動されるとき、前記ラストパルスの位置を前記記録媒体
が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記ラストパルスの位置より後方にシフト
させるとともに、前記第１及び第２の振幅を前記記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆
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動されるときの前記第１及び第２の振幅より小さくする。
【００２１】
　また、本発明の同様の観点によれば、光源からのレーザ光を記録媒体に照射して、記録
信号に応じた記録マークを形成する情報記録方法において、前記記録媒体を少なくとも第
１の回転速度と該第１の速度より速い第２の回転速度で回転駆動する駆動工程と、前記記
録信号に基づき、前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、後端部に位置し前
記第１の振幅を有するラストパルスと、前記トップパルスと前記ラストパルスの間に位置
し第２の振幅を有する中間バイアス部とを含む記録パルス信号を生成する信号生成工程と
、前記記録パルス信号に基づいて前記光源を制御することにより、前記記録媒体上にレー
ザパルスを照射する制御工程と、を備え、前記第２の振幅は前記第１の振幅より小さく、
前記中間バイアス部は前記トップパルスに時間的に連続しており、前記ラストパルスは前
記中間バイアス部に時間的に連続しており、前記信号生成工程は、前記記録媒体が前記第
２の回転速度で回転駆動されるとき、前記ラストパルスの位置を前記記録媒体が前記第１
の回転速度で回転駆動されるときの前記ラストパルスの位置より後方にシフトさせるとと
もに、前記第１及び第２の振幅を前記記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動されると
きの前記第１及び第２の振幅より小さくする。
【００２２】
　上記の情報記録装置及び方法によれば、例えばＤＶＤ－Ｒなどの記録媒体に対して、レ
ーザ光を照射して記録マークを形成することにより情報を記録する。この際、少なくとも
２種類の速度で記録を行うことができ、第１の記録速度で記録を行う際には記録媒体は第
１の回転速度で回転駆動され、それより速い第２の記録速度で記録を行う際には記録媒体
は第２の回転速度で回転駆動される。記録信号に基づいて生成される記録パルス信号は、
前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、後端部に位置し前記第１の振幅を有
するラストパルスと、前記トップパルスと前記ラストパルスの間に位置し第２の振幅を有
する中間バイアス部とを含む。第２の振幅は第１の振幅より小さく、中間バイアス部はト
ップパルスに時間的に連続しており、ラストパルスは中間バイアス部に時間的に連続して
いる。生成された記録パルス信号に基づいて光源が制御され、レーザパルスが記録媒体に
照射されることにより、記録信号に対応する記録マークが記録媒体上に形成される。
【００２３】
　ここで、記録パルス信号の生成処理においては、記録媒体が前記第２の回転速度で回転
駆動されるときには、ラストパルスの位置を記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動さ
れるときのラストパルスの位置より後方にシフトさせるとともに、前記第１及び第２の振
幅を前記記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記第１及び第２の振幅
より小さくする。第１の回転速度より高速の第２の回転速度で記録媒体が駆動される高速
記録時において、ラストパルスの位置を後方にシフトすることにより、記録媒体上に形成
される記録マークが短くなることを防止することができる。その結果、高速記録時におい
ても適切な形状の記録マークを形成することができる。
【００２４】
　上記の情報記録装置及び方法においては、前記ラストパルスのシフト量は、０．１～２
．０Ｔの間の値であることが好ましい。また、前記信号生成手段又は工程は、前記ラスト
パルスの位置をシフトさせることにより、前記トップパルスの始端部から前記ラストパル
スの終端部までのパルス幅を増加させる。
【００２５】
　上記の情報記録装置及び方法の他の一態様では、前記信号生成手段は、前記第１の振幅
を、前記第２の振幅の１．１～２．０倍の間の値とすることが好ましい。
【００２６】
　本発明のさらに他の観点では、記録媒体にレーザ光を照射して、記録信号に応じた記録
マークを形成する情報記録装置において、前記記録媒体を少なくとも第１の回転速度と該
第１の速度より速い第２の回転速度で回転駆動する駆動源と、前記レーザ光を出射する光
源と、前記記録信号に基づき、前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、１つ
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又は複数のパルスにより構成されるとともに前記トップパルスに続くパルス列部とを含む
記録パルス信号を生成する信号生成手段と、前記記録パルス信号に基づいて前記光源を制
御することにより、前記記録媒体上にレーザパルスを照射する制御手段と、を備え、前記
信号生成手段は、前記記録媒体が前記第２の回転速度で回転駆動されるとき、前記トップ
パルスの位置を前記記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記トップパ
ルスの位置より前方にシフトさせるとともに、前記パルス列部の各パルスの幅を前記記録
媒体が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記パルス列部の各パルスの幅より小
さくする。
【００２７】
　また、同様の観点では、光源からのレーザ光を記録媒体に照射して、記録信号に応じた
記録マークを形成する情報記録方法において、前記記録媒体を少なくとも第１の回転速度
と該第１の速度より速い第２の回転速度で回転駆動する駆動工程と、前記記録信号に基づ
き、前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、１つ又は複数のパルスにより構
成されるとともに前記トップパルスに続くパルス列部とを含む記録パルス信号を生成する
信号生成工程と、前記記録パルス信号に基づいて前記光源を制御することにより、前記記
録媒体上にレーザパルスを照射する制御工程と、を備え、前記信号生成工程は、前記記録
媒体が前記第２の回転速度で回転駆動されるとき、前記トップパルスの位置を前記記録媒
体が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記トップパルスの位置より前方にシフ
トさせるとともに、前記パルス列部の各パルスの幅を前記記録媒体が前記第１の回転速度
で回転駆動されるときの前記パルス列部の各パルスの幅より小さくする。
【００２８】
　上記の情報記録装置及び方法によれば、例えばＤＶＤ－Ｒなどの記録媒体に対して、レ
ーザ光を照射して記録マークを形成することにより情報を記録する。この際、少なくとも
２種類の速度で記録を行うことができ、第１の記録速度で記録を行う際には記録媒体は第
１の回転速度で回転駆動され、それより速い第２の記録速度で記録を行う際には記録媒体
は第２の回転速度で回転駆動される。記録信号に基づいて生成される記録パルス信号は、
前端部に位置し第１の振幅を有するトップパルスと、１つ又は複数のパルスにより構成さ
れるとともに前記トップパルスに続くパルス列部とを含む。生成された記録パルス信号に
基づいて光源が制御され、レーザパルスが記録媒体に照射されることにより、記録信号に
対応する記録マークが記録媒体上に形成される。
【００２９】
　ここで、記録パルス信号の生成処理においては、記録媒体が前記第２の回転速度で回転
駆動されるときには、トップパルスの位置を記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動さ
れるときのトップパルスの位置より前方にシフトさせるとともに、前記パルス列部の各パ
ルスの幅を前記記録媒体が前記第１の回転速度で回転駆動されるときの前記パルス列部の
各パルスの幅より小さくする。第１の回転速度より高速の第２の回転速度で記録媒体が駆
動される高速記録時において、トップパルスの位置を前方にシフトすることにより、記録
媒体上に形成される記録マークが短くなることを防止することができる。その結果、高速
記録時においても適切な形状の記録マークを形成することができる。
【００３０】
　上記の情報記録装置及び方法においては、前記ラストパルスのシフト量は、０．１～１
．５Ｔの間の値であることが好ましい。
【００３１】
　上記の情報記録装置及び方法の他の一態様では、前記信号生成手段は、前記パルス列部
のデューティ比を、０．３～０．９の間の値とすることが好ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施の形態について説明する。
【００３３】
　［装置構成］
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　図１に、本発明の実施形態にかかる情報記録再生装置の全体構成を概略的に示す。情報
記録再生装置１は、光ディスクＤに情報を記録し、また、光ディスクＤから情報を再生す
るための装置である。光ディスクＤとしては、例えば１回に限り記録が可能なＣＤ－Ｒ（
Compact Disc-Recordable）又はＤＶＤ－Ｒ、複数回にわたって消去及び記録が可能なＣ
Ｄ－ＲＷ（Compact Disc-Rewritable）又はＤＶＤ－ＲＷなどの種々の光ディスクを使用
することができる。
【００３４】
　情報記録再生装置１は、光ディスクＤに対して記録ビーム及び再生ビームを照射する光
ピックアップ２と、光ディスクＤの回転を制御するスピンドルモータ３と、光ディスクＤ
への情報の記録を制御する記録制御部１０と、光ディスクＤに既に記録されている情報の
再生を制御する再生制御部２０と、スピンドルモータ３の回転を制御するスピンドルサー
ボ、並びに光ピックアップ２の光ディスクＤに対する相対的位置制御であるフォーカスサ
ーボ及びトラッキングサーボを含む各種サーボ制御を行うためのサーボ制御部３０と、を
備える。
【００３５】
　記録制御部１０は記録信号を受け取り、後述の処理により光ピックアップ２内部のレー
ザダイオードを駆動するための駆動信号ＳDを生成して、これを光ピックアップ２へ供給
する。
【００３６】
　再生制御部２０は、光ピックアップ２から出力される読取ＲＦ信号Ｓrfを受け取り、こ
れに対して所定の復調処理、復号化処理などを施して再生信号を生成して出力する。
【００３７】
　サーボ制御部３０は、光ピックアップ２からの読取ＲＦ信号Ｓrfを受け取り、これに基
づいてトラッキングエラー信号及びフォーカス信号などのサーボ信号Ｓ１を光ピックアッ
プ２へ供給するとともに、スピンドルサーボ信号Ｓ２をスピンドルモータ３へ供給する。
これにより、トラッキングサーボ、フォーカスサーボ、スピンドルサーボなどの各種サー
ボ処理が実行される。
【００３８】
　なお、本発明は主として記録制御部１０における記録方法に関するものであり、再生制
御及びサーボ制御については既知の種々の方法が適用できるので、それらについての詳細
な説明は行わない。
【００３９】
　また、図１には本発明の１つの実施形態として情報記録再生装置を例示しているが、本
発明は記録専用の情報記録装置に適用することも可能である。
【００４０】
　図２に、光ピックアップ２及び記録制御部１０の内部構成を示す。図２に示すように、
光ピックアップ２は、光ディスクＤに対して情報を記録するための記録ビーム及び光ディ
スクＤから情報を再生するための再生ビームを生成するレーザダイオードＬＤと、レーザ
ダイオードＬＤから出射されたレーザ光を受光して、レーザ光に対応するレーザパワーレ
ベル信号ＬＤoutを出力するフロントモニタダイオード（ＦＭＤ）１６とを備える。
【００４１】
　なお、光ピックアップ２は、この他に再生ビームの光ディスクＤによる反射ビームを受
光して読取ＲＦ信号Ｓrfを生成するための光検出器や、記録ビーム及び再生ビーム並びに
反射ビームを適切な方向に案内する光学系などの既知の構成要素を備えるが、それらの図
示及び詳細な説明は省略する。
【００４２】
　一方、記録制御部１０は、レーザダイオード（ＬＤ）ドライバ１２と、ＡＰＣ（Automa
tic Power Control）回路１３と、サンプルホールド（Ｓ／Ｈ）回路１４と、コントロー
ラ１５とを備える。
【００４３】
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　ＬＤドライバ１２は、記録信号に応じた電流をレーザダイオードＬＤに供給して、光デ
ィスクＤへ情報の記録を行う。フロントモニタダイオード１６は、光ピックアップ２内の
レーザダイオードＬＤの近傍に配置され、レーザダイオードＬＤから出射されるレーザ光
を受光して、そのレベルを示すレーザパワーレベル信号ＬＤoutを出力する。
【００４４】
　サンプルホールド回路１４は、サンプルホールド信号APC-S/Hにより規定されるタイミ
ングでレーザパワーレベル信号ＬＤoutのレベルをサンプルし、ホールドする。ＡＰＣ回
路１３は、サンプルホールド回路１４の出力信号に基づき、レーザダイオードＬＤから出
射されるレーザ光のリードパワーレベルが一定となるようにＬＤドライバ１２のパワー制
御を行う。
【００４５】
　コントローラ１５は、主として記録動作とＡＰＣ動作とを行う。まず、記録動作につい
て説明する。記録動作では、コントローラ１５はレーザダイオードＬＤへ供給される電流
量を制御するスイッチの切換信号ＳＷR、ＳＷW1及びＳＷW2を生成して、ＬＤドライバ１
２へ供給する。
【００４６】
　図３にＬＤドライバ１２の詳細構成を示す。図３に示すように、ＬＤドライバ１２は、
リードレベル用の電流源１７Ｒ、ライトレベル用の電流源１７Ｗ１及び１７Ｗ２、スイッ
チ１８Ｒ、１８Ｗ１及び１８Ｗ２を備える。
【００４７】
　リードレベル用の電流源１７Ｒは、レーザダイオードＬＤにリードパワーでレーザ光を
出射させるための駆動電流ＩRを流す電流源であり、駆動電流ＩRはスイッチ１８Ｒを介し
てレーザダイオードＬＤに供給される。よって、スイッチ１８Ｒをオンにするとレーザダ
イオードＬＤにリードパワーの駆動電流ＩRが供給され、スイッチ１８Ｒをオフにすると
駆動電流ＩRの供給は停止される。電流源１７Ｒからの駆動電流ＩRの大きさは、制御信号
ＳAPCにより変化する。
【００４８】
　ライトレベル用の電流源１７Ｗ１及び１７Ｗ２は、それぞれレーザダイオードＬＤにラ
イトパワーでレーザ光を出射させるための駆動電流ＩW1及びＩW2を流す電流源である。駆
動電流ＩW1はスイッチ１８Ｗ１を介してレーザダイオードＬＤに供給され、駆動電流ＩW2
はスイッチ１８Ｗ２を介してレーザダイオードＬＤに供給される。
【００４９】
　本発明によるライトストラテジーでは、第１のライトパワーＰhと、それより低い第２
のライトパワーＰmの２つのレベルのライトパワーが使用される（図５参照）。スイッチ
１８Ｒをオンにした状態で、スイッチ１８Ｗ１をオンにすると、レーザダイオードＬＤに
駆動電流ＩR及びＩW1の合計駆動電流が供給され、これにより第２のライトパワーＰmでレ
ーザダイオードが駆動される。また、スイッチ１８Ｒ及び１８Ｗ１をオンにした状態でさ
らにスイッチ１８Ｗ２をオンにすると、レーザダイオードＬＤにはさらに駆動電流ＩW2が
供給され、その結果、レーザダイオードには駆動電流ＩR、ＩW1及びＩW2の合計の駆動電
流が流れてレーザダイオードは第１のライトパワーＰhで駆動される。スイッチ１８Ｗ１
をオフにすると駆動電流ＩW1の供給は停止され、スイッチ１８Ｗ２をオフにすると駆動電
流ＩW2の供給は停止される。
【００５０】
　図４に、レーザダイオードＬＤに供給される駆動電流と、レーザダイオードＬＤから出
射されるレーザ光の出力パワーとの関係を示す。図４からわかるように、レーザダイオー
ドＬＤに駆動電流ＩRを供給すると、リードパワーＰRでレーザ光が出射される。その状態
でさらに駆動電流ＩW1を加えると、第２のライトパワーＰmでレーザ光が出射される。ま
た、さらに駆動電流ＩW2を加えると、第１のライトパワーＰhでレーザ光が出射される。
【００５１】
　光ディスクへの情報の記録時には、基本的には駆動電流ＩRを常に供給してリードパワ
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ーＰRでレーザ光を出射しておき、さらに記録パルスに従って駆動電流ＩW1及びＩW2を追
加することにより第１のライトパワーＰh又は第２のライトパワーPmが印加されて、情報
が光ディスクに記録される。
【００５２】
　次に、ＡＰＣ動作について説明する。ＡＰＣ動作は、レーザダイオードＬＤにより出力
されるレーザ光のリードパワーのレベルが一定となるように、ＬＤドライバ１２からレー
ザダイオードＬＤに供給される駆動電流レベルを調整するものである。より詳細には、記
録信号（８－１６変調されており、３Ｔ～１１Ｔ、１４Ｔの長さのマーク期間及びスペー
ス期間を有する）のスペース部のうち、長いスペース期間（例えば５Ｔ～１１Ｔ、１４Ｔ
のスペース期間）中において、リードパワーのレベルが一定となるように記録制御部１０
からの駆動信号ＳDを調整する。
【００５３】
　具体的には以下のように動作する。コントローラ１５は、上述のように記録信号に対応
する記録パルスを生成して、当該記録パルスによってＬＤドライバ１２を駆動してレーザ
ダイオードＬＤからレーザ光を出射させる。
【００５４】
　フロントモニタダイオード１６は、光ピックアップ２内のレーザダイオードＬＤの近傍
に配置され、レーザダイオードＬＤから出射したレーザ光を受光してそのレベルを示すレ
ーザパワーレベル信号ＬＤoutを生成し、サンプルホールド回路１４に供給する。
【００５５】
　サンプルホールド回路１４は、コントローラ１５から入力されるサンプルホールド信号
APC-S/Hにより与えられるタイミングで、フロントモニタダイオード１６から供給される
レーザパワーレベル信号ＬＤoutをサンプルし、そのレベルを所定期間ホールドする。コ
ントローラ１５から出力されるサンプルホールド信号APC-S/Hは、ＡＰＣを実行する期間
（「ＡＰＣ期間」と呼ぶ。）を示すパルスである。
【００５６】
　よってサンプルホールド回路１４は、記録信号のスペース期間中のＡＰＣ期間において
レーザパワーレベル信号ＬＤoutのレベルをホールドしてＡＰＣ回路１３へ供給する。Ａ
ＰＣ回路１３は、ＡＰＣ期間におけるレーザパワーレベル信号ＬＤoutのレベルが一定と
なるように、ＬＤドライバ１２へ制御信号ＳAPCを供給する。
【００５７】
　制御信号ＳAPCは、図３に示すように、ＬＤドライバ１２内のリードレベル用電流源１
７Ｒに入力される。これにより、制御信号ＳAPCに応じて、リードレベル用電流源１７Ｒ
から流れる電流ＩRが変化する。つまり、レーザダイオードＬＤにより得られるリードパ
ワーレベルが一定となるようにＡＰＣが実行される。
【００５８】
　［ライトストラテジー］
　次に、本発明によるライトストラテジーについて説明する。
【００５９】
　（基本ライトストラテジー）
　まず、基本ライトストラテジーによる記録パルス波形を図５に示す。図５に示すように
、基本ライトストラテジーによる記録パルス波形は、トップパルス４０、中間バイアス部
４１及びラストパルス４２の３つの部分により構成される。また、これらの部分以外にお
いては、記録パルス波形はリードパワーＰRのレベルに維持されている。
【００６０】
　基本ライトストラテジーは、２値のライトパワーを使用している。トップパルス４０及
びラストパルス４２は第１のライトパワーＰhを有し、中間バイアス部４１は第２のライ
トパワーＰmを有している。第２のライトパワーＰmはリードパワーＰRより高いが、第１
のライトパワーＰhより低く設定される。
【００６１】



(11) JP 4336646 B2 2009.9.30

10

20

30

40

50

　トップパルス４０はマーク記録のために光ディスクの記録面を予熱し、マーク始端部を
形成する役割を有する。中間バイアス部４１は記録データの長さに応じてその時間幅が変
化する。ラストパルス４２は主としてマークの後端部の形状を調整する役割を有する。ま
た、基本的には、形成される記録マークの長さはトップパルス幅Ｔtop、ラストパルス幅
Ｔlp、トップパルス前端部からラストパルス後端部までの幅Ｔｐ及び第１のライトパワー
Ｐhにより制御され、形成される記録マークの幅は第２のライトパワーＰmにより制御され
る。
【００６２】
　図６に、記録すべき各マーク長に対応する記録パルス波形を示す。記録データは８－１
６変調されており、３Ｔ～１１Ｔ、１４Ｔの長さのマーク期間及びスペース期間を有する
。図示のように、記録パルス波形の前方エッジはマーク長にかかわらず常に記録データの
前方エッジから１．５Ｔ遅れた位置にある。３Ｔ及び４Ｔの記録データの記録パルス波形
は中間バイアス部４１を有さず、トップパルス４０とラストパルス４２とが合成された形
で１つのパルスとなっている。このパルスのパワーはトップパルス及びラストパルスと同
じ第１のライトパワーＰhである。
【００６３】
　記録データが５Ｔ以上の場合は、それぞれの長さに応じて中間バイアス部４１の長さが
増加する。トップパルス４０とラストパルス４２のパルス幅は基本的にはそれぞれほぼ一
定であり、中間バイアス部４１のように記録データ長に応じて大きく変化させなくても良
い。
【００６４】
　なお、図６の例においては、記録データが４Ｔの場合もトップパルスとラストパルスが
合成した１つのパルス波形としているが、図６中の破線１００で示すように、記録データ
が４Ｔの場合は中間バイアス部を設けるように記録パルス波形を決定することもできる。
【００６５】
　また、記録速度を高速化した場合には、その分クロックも高速化するので、３Ｔ及び４
Ｔの記録データのみならず、５Ｔ以上の記録データについても、中間バイアス部が無くな
った単一パルス型の記録パルス波形としても良い。
【００６６】
　（改良型ライトストラテジー）
　次に、本発明の改良型ライトストラテジーについて説明する。改良型ライトストラテジ
ーは、上述の基本ライトストラテジーを基礎とし、さらに高速記録を行う際に適したもの
である。例えば、２種類以上の異なる速度で記録を行うことができる情報記録装置におい
て、上述の基本ライトストラテジーを利用して通常速度の記録を行い、以下に説明する改
良型ライトストラテジーを利用して通常速度よりも高速な記録を行うことができる。
【００６７】
　高速記録を行うためにディスク回転速度を増加させる場合、正しく記録マークを形成す
るためには、その分記録レーザパワーも増加しなければならない。しかし、記録レーザパ
ワーをあまりに増加すると、ディスクの記録トラックに形成される記録マークの幅が必要
以上に広くなり、ＬＰＰの検出に支障が出るなどの不具合が生じる。本発明の改良型ライ
トストラテジーは、高速記録用にディスク回転速度を増加した場合でも、適切な幅の記録
マークを形成することを可能とする。
【００６８】
　先に述べたように、基本ライトストラテジーにおいて、形成される記録マークの幅に最
も影響を与えるのは中間バイアス部４１のライトパワーＰmである。よって、ライトパワ
ーＰmを下げれば、記録マークの幅が小さくなり変調度を下げることができる。なお、変
調度とは、最長スペース部（１４Ｔスペース）に対する再生信号のピーク値とゼロレベル
との差Ｉ14Hと、最長記録マークと最長スペースに対する再生信号の振幅Ｉ14の比（Ｉ14
／Ｉ14H）を示す値であり、ＤＶＤ－Ｒ規格書によれば、変調度：０．６０（６０％）以
上が要求されている。
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【００６９】
　しかし、中間バイアス部４１のライトパワーＰmのみを下げて変調度を小さくすると、
再生波形に歪みが生じ、記録・再生におけるジッタの増加、記録マークの読取エラーの増
加、エラーレートの増加などの問題が生じる。また、歪んだ再生波形を利用して再生処理
を行うと記録データの誤検出の可能性が増加する。さらに、中間バイアス部４１のライト
パワーＰmのみを下げて記録を行うと、ディスク上に形成される記録マークの形状は、ト
ップパルス４０とラストパルス４２に対応する先端部と後端部では幅広で、中間バイアス
部４１に対応する中間部分のみ幅が狭くなった形状となり、幅広である先端部と後端部で
やはりＬＰＰの形状に悪影響を与えてしまう。
【００７０】
　このような不具合を解消するために、中間バイアス部４１のライトパワーＰmのみでな
く、トップパルス４０とラストパルス４２に対応するライトパワーＰhのレベルも減少さ
せれば、再生波形の歪みを抑えることができる。しかし、前述のようにトップパルス４０
とラストパルス４２に対応するライトパワーＰhは、形成される記録マークの長さに影響
を与える。よって、再生波形の歪みを抑制するために、トップパルス４０とラストパルス
４２に対応するライトパワーＰhを小さくすると、記録マークの長さが短くなってしまい
、記録データの誤検出が生じる恐れがある。
【００７１】
　そこで、本発明の改良型ライトストラテジーでは、トップパルス４０の位置を所定量だ
け前方にシフトすること、又は、ラストパルス４２の位置を所定量だけ後方にシフトする
ことによりトップパルス前端部からラストパルス後端部までの幅Ｔｐを大きくし、記録マ
ークの長さが短くなることを防止することとした。即ち、本発明の改良型ライトストラテ
ジーでは、
　（改良点１）：トップパルス４０の位置を所定量だけ前方にシフトする、又は、ラスト
パルス４２の位置を所定量だけ後方にシフトすること、及び、
　（改良点２）：中間バイアス部４１に対応するライトパワーＰmを減少させること、を
同時に行うこととした。
【００７２】
　また、上記の２つに加え、必要に応じて、
　（改良点３）：トップパルス４０及びラストパルス４２に対応するライトパワーＰhを
小さくすることも併せて行う。
【００７３】
　この改良型ライトストラテジーによれば、中間バイアス部４１のライトパワーＰmを減
少させることにより、記録マークの幅の広がりを抑制する。ライトパワーＰmを減少させ
ると再生波形に歪みが生じるが、トップパルス４０及びラストパルス４２に対応するライ
トパワーＰhを必要に応じて減少させてこの歪みを抑制する。また、ライトパワーＰhを減
少させると記録マーク全体の長さが短くなるが、その分、トップパルス４０の位置を前方
にシフトするか、又はラストパルス４２の位置を後方へシフトして、形成される記録マー
クの全体の長さを適正な長さに保つ。以上により、高速記録時において、記録レーザパワ
ーを増加させた場合でも、記録マークの幅が増大することを防止し、かつ、歪みの発生も
抑制することができる。
【００７４】
　図７に、本発明の改良型ライトストラテジーによる記録パルス波形の例を示す。図７（
ａ）は記録データの波形であり、図７（ｂ）は基本ライトストラテジーによる記録パルス
波形であり、図７（ｃ）及び図７（ｄ）は改良型ライトストラテジーによる記録パルス波
形の例であり、図７（ｅ）はクロック波形である。
【００７５】
　図７（ｃ）に示す改良型ライトストラテジーの記録パルス波形は、図７（ｂ）に示す基
本ライトストラテジーの記録パルス波形と比較して、トップパルス４０の位置が０．５Ｔ
だけ前方へシフトしている。なお、このシフト量は単なる一例であり、光ディスクに応じ
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て０．１～１．５Ｔの間の値を取り得る。また、改良型ライトストラテジーによる中間バ
イアス部４１のライトパワーＰmは、基本ライトストラテジーによる記録パルス波形中間
バイアス部４１のライトパワーＰmよりも小さくなっている。更に、改良型ライトストラ
テジーによるトップパルス４０及びラストパルス４２のライトパワーＰhは、基本ライト
ストラテジーによる記録パルス波形のトップパルス４０及びラストパルス４２のライトパ
ワーＰhよりも小さくなっており、改良型ライトストラテジーによる中間バイアス部４１
のライトパワーＰmの１．１～２．０倍の間を取り得る。
【００７６】
　一方、図７（ｄ）に示す改良型ライトストラテジーによる記録パルス波形例は、図７（
ｂ）に示す基本ライトストラテジーによる記録パルス波形例と比較して、ラストパルス４
２の位置が０．５Ｔだけ後方にシフトしている。なお、このシフト量は単なる一例であり
、光ディスクに応じて０．１～１．５Ｔの間の値を取り得る。また、中間バイアス部４１
のライトパワーＰmが、基本ライトストラテジーによる記録パルス波形中間バイアス部４
１のライトパワーＰmよりも小さくなっており、更に、記録パルス波形のトップパルス４
０及びラストパルス４２のライトパワーＰhが、基本ライトストラテジーによる記録パル
ス波形のトップパルス４０及びラストパルス４２のライトパワーＰhよりも小さくなって
おり、改良型ライトストラテジーによる中間バイアス部４１のライトパワーＰmの１．１
～２．０倍の間を取り得ることは、図７（ｃ）に示す記録パルス波形例と同様である。
【００７７】
　なお、本発明の改良型ライトストラテジーでは、トップパルス４０及びラストパルス４
２に対応するライトパワーＰhを減少させること（即ち、改良点３）は必須ではない。基
本的には、中間バイアス部４１のライトパワーＰmを下げる量が大きい場合には、それに
応じてライトパワーＰhをある程度下げないと信号波形の歪みが大きくなってしまうとい
う事実がある。本発明においては、ライトパワーＰhを下げるか否か、又は、下げる場合
にどの程度下げるかは、改良点１によりトップパルス又はラストパルスをシフトさせる量
、及び、改良点２により中間バイアス部のライトパワーＰmを減少させる量に依存して決
定されることになる。
【００７８】
　図８に、本発明の改良型ライトストラテジーによる記録データ３Ｔ～１１Ｔ及び１４Ｔ
に対応する記録パルス波形を示す。なお、比較のため、同記録速度における基本ライトス
トラテジーによる３Ｔ～１１Ｔ及び１４Ｔの記録パルス波形を破線で示している。なお、
本改良型ライトストラテジーによれば、３Ｔと４Ｔの記録データに対する記録パルス波形
が中間バイアス部を持たないが、中間バイアス部を設けても良い。また、高速記録時の速
度が高まる（例えば６倍速、８倍速、..）に従って、より長い記録データ（例えば５Ｔ、
６Ｔ、..）に対する記録パルス波形まで、中間バイアス部を有しない波形としても良い。
【００７９】
　なお、図７に示した例では、７Ｔの記録マークに対応する記録パルス波形において０．
５Ｔだけトップパルスを前方にシフトしているが、このシフト量は単なる一例であり、上
述したように光ディスクに応じて０．１～１．５Ｔの間の値を取り得る。但し、トップパ
ルス４０の位置を前方にシフトする場合でも、トップパルスの前エッジが記録データの前
エッジより前方に位置することはない。また、図８に示した３Ｔ～１１Ｔ及び１４Ｔの記
録パルス波形においては、トップパルスのシフト量は同一であるが、各記録パルスの長さ
に応じて同一の割合でトップパルスをシフトさせてもよい。
【００８０】
　次に、図９を参照して、改良型ライトストラテジーにより得られる特性を、基本ライト
ストラテジーを利用した比較例により得られる特性と比較して検討する。図９（ａ）～（
ｄ）に示した特性グラフにおいて、ＳＴＧ１は図７（ｂ）に例示する基本ライトストラテ
ジーによる記録パルス波形を使用した場合の特性を示す。ＳＴＧ２は同じ基本ライトスト
ラテジーによる記録パルス波形において、中間バイアス部４１のライトパワーＰmを低下
させ、トップパルス４０及びラストパルス４２のパルス幅を長くした比較例の特性である
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。ＳＴＧ３は同じ基本ライトストラテジーによる記録パルス波形において、中間バイアス
部４１のライトパワーＰmをＳＴＧ２の場合よりさらに低下させ、トップパルス４０及び
ラストパルス４２のパルス幅をＳＴＧ２の場合よりさらに長くした比較例の特性である。
【００８１】
　一方、ＳＴＧ４は、図７（ｃ）に例示する改良型ライトストラテジーによる記録パルス
波形であり、トップパルス４０の位置を０．５Ｔだけ前方にシフトするとともに中間バイ
アス部４１のライトパワーＰmを低下させた場合の特性である。また、ＳＴＧ５は同じく
改良型ライトストラテジーによる記録パルス波形であるが、トップパルス４０の位置を１
．０Ｔだけ前方にシフトし、中間バイアス部４１のライトパワーＰmをＳＴＧ４の場合よ
りさらに低下させた場合の特性である。
【００８２】
　図９（ａ）及び図９（ｂ）では、横軸は中間バイアス部のライトパワーＰmを示し、縦
軸は変調度（Modulation）を示している。また、図９（ｃ）及び図９（ｄ）では、横軸は
同じく中間バイアス部のライトパワーＰmを示し、縦軸はＡＲを示している。ＡＲ（Apert
ure Ratio after recording）は、図１０に示すように、記録後におけるプッシュプル信
号に現れるＬＰＰ信号の最大値ＡＰ（max）と最小値ＡＰ（min）との比（ＡＰ（max）／
ＡＰ（min））であり、ＬＰＰの品質を示す値である。このＡＲの値が大きいほど、形成
される記録マークが隣接するランド上のＬＰＰに影響を与えることが小さいことを意味す
る。ＤＶＤ－Ｒディスクの規格書によれば、ＡＲ＞１５％が要求されており、ＤＶＤ－Ｒ
Ｗディスクの規格書によれば、ＡＲ＞１０％が要求されている。
【００８３】
　図９（ａ）と図９（ｂ）を比較するとわかるように、改良型ライトストラテジーによる
特性ＳＴＧ４及びＳＴＧ５では、中間バイアス部のライトパワーＰmを低下させると、そ
れに応じて変調度が低下している。これに対し、比較例の特性ＳＴＧ２及びＳＴＧ３では
、改良型ライトストラテジーの場合に比べて、中間バイアス部のライトパワーＰmの低下
に対する変調度の減少度合いが小さい。即ち、改良型ライトストラテジーの方が、中間バ
イアス部のライトパワーＰmの低下により、効果的に変調度を減少させることができる。
【００８４】
　次に、図９（ｃ）と図９（ｄ）を比較するとわかるように、改良型ライトストラテジー
による特性ＳＴＧ４及びＳＴＧ５では、中間バイアス部のライトパワーＰmを減少させる
と、ＡＲの値は顕著に増加する。これに対して、比較例の特性ＳＴＧ２及びＳＴＧ３では
、中間バイアス部のライトパワーＰmを減少させても、歪みが増加してしまい、ＡＲ値は
あまり増加しない。よって、改良型ライトストラテジーにおける、中間バイアス部のライ
トパワーＰmの減少の方が、より効果的にＡＲ値の増加に寄与し、形成される記録マーク
がランドトラック上のＬＰＰに影響を与えることが防止できる。
【００８５】
　図１１に、上記比較例の場合と、改良型ライトストラテジーの場合の再生信号波形例を
示す。図１１（ａ）は比較のために基本ライトストラテジー（ＳＴＧ１）で記録した場合
の再生信号波形を示し、図１１（ｂ）は上記比較例（ＳＴＧ３）により記録したマークの
再生信号波形例を示し、図１１（ｃ）は本願の改良型ライトストラテジー（ＳＴＧ５）に
より記録したマークの再生信号波形例を示す。各図の特に符号１１０の付近の波形に注目
すると、図１１（ａ）に示す再生信号波形では、３Ｔ～１１Ｔ及び１４Ｔに対応する各波
形の下端レベルが揃っているが、変調度が大きくＬＰＰに与える影響が大きい。図１１（
ｂ）に示す比較例の場合の再生信号波形では、図１１（ａ）と比較して変調度が小さくな
っているが、波形の下端レベルが揃っておらず、７～８Ｔより長い記録マークの中央部に
対応する再生信号波形の下端レベルが高くなり波形が歪んでしまっている。これは、長い
記録マークがひょうたんのように、その中央部がくびれて形成されていることによる。一
方、図１１（ｃ）に示す改良型ライトストラテジーの再生信号波形例は、図１１（ａ）と
比較して変調度が小さくなっており、各記録マークの再生信号波形の下端が揃っている。
【００８６】
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　以上説明したように、本発明の改良型ライトストラテジーでは、（１）トップパルスの
位置を前方にシフトするか、又はラストパルスの位置を後方にシフトすること、及び、（
２）シフト量に応じてトップパルスのライトパワーＰｈ及び中間バイアス部のライトパワ
ーＰmを低下させることにより、再生信号波形に歪みを生じさせることなく、形成される
記録マークの幅の増大を抑制することができる。
【００８７】
　［他の適用例］
　上に説明した改良型ライトストラテジーは、図５に示すような基本ライトストラテジー
を基礎としていた。しかし、本発明の改良型ライトストラテジーの考え方は、図１５に示
した従来型のライトストラテジーにも同様に適用することが可能である。
【００８８】
　本発明の改良型ライトストラテジーの考え方を従来型のライトストラテジーに適用した
場合の適用例を図１２及び図１３に示す。図１２（ａ）は記録データ波形を示し、図１２
（ｂ）はトップパルスとパルストレインにより構成される従来型ライトストラテジーの改
良前の記録パルス波形を示し、図１２（ｃ）は本発明の改良型ライトストラテジーの考え
方を従来型ライトストラテジーに適用した場合の記録パルス波形例を示す。図１２（ｂ）
と図１２（ｃ）を比較するとわかるように、本発明を適用した記録パルス波形では、トッ
プパルス７０の位置が０．５Ｔだけ前方にシフトしている。また、パルストレイン７２を
構成する各パルス７１のパルス幅が減少している。なお、かかるパルストレイン７２のデ
ューティ比（パルス７１の幅／パルス７１の周期）としては、ディスクに応じて０．３～
０．９の間の値を取り得る。これは、前述の基本ライトストラテジーにおいて中間バイア
ス部のレベルを低下させることと等価である。
【００８９】
　また、図１３に示す例でも、図１３（ａ）は記録データ波形を示し、図１３（ｂ）はト
ップパルスとパルストレインにより構成される従来型ライトストラテジーの改良前の記録
パルス波形を示し、図１３（ｃ）は本発明の改良型ライトストラテジーの考え方を従来型
ライトストラテジーに適用した場合の記録パルス波形例を示す。
【００９０】
　図１２に示した例で、トップパルス７０のみを前方にシフトし、パルストレイン７２を
構成するパルス７１の位置は移動させなかったが、図１３に示す例ではパルストレイン７
２を構成する各パルス７１を、トップパルス７０のシフト量に応じて均等に移動させてい
る。即ち、トップパルス７０の移動により記録パルス全体の時間幅が増加した割合に応じ
て、各パルス７１の位置をシフトしている。また、図１２（ｃ）と同様に、パルストレイ
ン７２を構成する各パルス７１のパルス幅が減少している。これは、前述の基本ライトス
トラテジーにおいて中間バイアス部のレベルを低下させることと等価である。
【００９１】
　図１２（ｃ）及び図１３（ｃ）に示す例によっても、図７（ｃ）などに示す改良型ライ
トストラテジーと同様の効果を得ることができる。
【００９２】
　なお、本発明は、上述の実施形態に限定されるものではない。例えば、図７（ｃ）によ
れば、トップパルスの位置を所定量だけ前方にシフトし、また図７（ｄ）によれば、ラス
トパルスの位置を所定量だけ後方にシフトするようにしたが、トップパルスの位置とラス
トパルスの両方を夫々前方および後方にシフトし、記録マークの長さが所望となるように
しても良い。
【００９３】
　また、図１４（ｂ）に示すように、基本ライトストラテジーのトップパルス４０の位置
が図７（ｂ）に示す基本ライトストラテジーのトップパルス４０の位置に対して０．５Ｔ
後方にある場合、図１４（ｃ）に示す改良型ライトストラテジーのトップパルス４０の位
置は、図１４（ｂ）に示す基本ライトストラテジーのトップパルスと比較して、光ディス
クに応じて、前方へ０．１Ｔ～２．０Ｔの間でシフトすることができる。この場合におい
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ても、改良型ライトストラテジーによる中間バイアス部４１のライトパワーＰmは、基本
ライトストラテジーによる記録パルス波形中間バイアス部４１のライトパワーＰmよりも
小さくなっている。更に、改良型ライトストラテジーによるトップパルス４０及びラスト
パルス４２のライトパワーＰhは、基本ライトストラテジーによる記録パルス波形のトッ
プパルス４０及びラストパルス４２のライトパワーＰhよりも小さくなっており、改良型
ライトストラテジーによる中間バイアス部４１のライトパワーＰmの１．１～２．０倍の
間を取り得る。一方、図１４（ｄ）に示す改良型ライトストラテジーによる記録パルス波
形は、図１４（ｂ）に示す基本ライトストラテジーによる記録パルス波形例と比較して、
ラストパルス４２の位置を０．１Ｔ～２．０Ｔ後方にシフトさせた状態を示すものであり
、その詳細な説明を省略する。
【００９４】
　また、上述の実施例によれば、ラストパルス４２を備える記録パルス信号であったが、
ラストパルス４２を備えない記録パルス信号に本発明を適用することもできる。
【００９５】
　以上説明したように、本発明の改良型ライトストラテジーによれば、トップパルス、中
間バイアス部及びラストパルスにより構成される記録パルス信号において、トップパルス
の位置を前方にシフトするかラストパルスの位置を後方へシフトさせることにより、再生
信号波形に歪みを生じさせることなく、形成される記録マークの幅の増大を抑制すること
ができる。よって、記録トラックに隣接するランドトラック上のＬＰＰを記録マークによ
り変形させたり、つぶしたりすることが防止できる。また、再生信号波形の歪みを生じさ
せないので、ジッタや記録マークの読取エラーなどを防止することができる。
【００９６】
　また、トップパルス及びパルストレインにより構成される記録パルス波形に対して、同
様の改良を適用し、トップパルスの位置を前方にシフトすることによっても、同様の効果
を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００９７】
　本発明に係る情報記録装置および情報記録方法は、レーザ光線などを利用して光ディス
クの情報を記録する際に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】本発明を適用した情報記録再生装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す記録制御部の構成を示すブロック図である。
【図３】図２に示すＬＤドライバの構成を示す図である。
【図４】レーザダイオードに与えられる駆動電流と出力パワーとの関係を示すグラフであ
る。
【図５】基本ライトストラテジーによる記録パルス波形の例を示す波形図である。
【図６】基本ライトストラテジーによる３Ｔ～１１Ｔ、１４Ｔの長さの記録パルス波形を
示す波形図である。
【図７】本発明の改良型ライトストラテジーによる記録パルス波形の例を示す波形図であ
る。
【図８】本発明の改良型ライトストラテジーによる３Ｔ～１１Ｔ、１４Ｔの長さの記録パ
ルス波形を示す波形図である。
【図９】本発明の改良型ライトストラテジーによる特性を、比較例の特性との比較におい
て示す。
【図１０】ＡＲの説明に供する図である。
【図１１】本発明の改良型ライトストラテジーによる再生信号波形を、比較例の再生信号
波形との比較において示す。
【図１２】本発明の改良型ライトストラテジーを従来型のライトストラテジーに適用した
例を示す。
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【図１３】本発明の改良型ライトストラテジーを従来型のライトストラテジーに適用した
例を示す。
【図１４】本発明の改良型ライトストラテジーによる記録パルス波形の他の例を示す波形
図である。
【図１５】従来のライトストラテジーによる記録パルス波形の例を示す。

【図１】 【図２】
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【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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